
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
と
の
か
か
わ
り
は
、
九
年
前

に
始
ま
り
ま
す
。

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
東
京
は
非
常
に
離
れ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
距
離

を
何
と
か
縮
め
、
我
文
書
館
所
有
の
貴
重
な
史
料
類
を
よ
り
有
効
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
考
え
出
さ
れ
ま
し
た
の
が
、
あ
る
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。

ま
さ
に
そ
の
当
時
、
日
本
、
お
よ
び
我
国
の
側
の
共
同
研
究
に
関
す
る
史
料
を
も
所

有
し
て
お
り
ま
す
、
海
軍
文
書
館
の
史
料
の
基
本
的
概
要
が
、
ま
ず
皆
様
方
に
提
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
三
年
後
、
こ
の
テ
ー
マ
を
発
展
さ
せ
、
ロ
シ
ア
の
海

軍
軍
人
た
ち
の
軍
事
報
告
書
の
公
開
準
備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
上
記
テ
ー

マ
に
関
す
る
興
味
深
い
情
報
が
多
数
見
出
さ
れ
ま
す
。

我
々
文
書
館
員
と
我
々
の
主
要
な
課
題
は
、
歴
史
学
研
究
者
の
た
め
に
、
史
料
の

個
々
の
様
相
、
あ
る
い
は
、
あ
る
テ
ー
マ
に
関
す
る
史
料
の
何
ら
か
の
総
体
を
明
ら

か
に
し
、
利
用
可
能
と
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
今
日
は
、
海
軍
の
駐
日
武
官
、
ア
ポ
リ
ナ
リ
ー
・
ニ
コ
ラ

エ
ヴ
ィ
チ
・
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
、
お
話
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
海
軍
武
官
【�

������
�	
�

�

】
と
は
、
現
代
の
言
葉
で
申
し
ま
す
と
、

大
使
館
付
海
軍
武
官
【
�
�

�
���

������
�����




】
の
こ
と
で
す
。

我
が
文
書
館
に
は
、
非
常
に
多
数
の
海
軍
武
官
の
報
告
書
類
が
残
っ
て
お
り
、
そ

の
内
に
は
、
日
本
か
ら
の
報
告
書
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
皆
様
の
う
ち
の
ど

な
た
か
が
、
こ
の
史
料
を
お
使
い
に
な
り
研
究
を
な
さ
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
は
、
現
在
私
た
ち
が
調
査
し
て
お
り
ま
す
テ
ー
マ
、
す
な
わ

ち
、
日
本
史
や
日
露
関
係
史
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
運
び
手
と
な
る
と
い
う
、
私
の

主
張
を
ご
支
持
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
致
し
ま
す
。

で
は
、
ご
く
簡
単
に
海
軍
武
官
の
一
連
の
活
動
に
付
い
て
お
話
し
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
我
々
が
調
査
致
し
ま
し
た
時
期
に
お
き
ま
し
て
、
彼
ら
は
海
軍
中
央

参
謀
本
部
【�

�����	�
�

�

�����

�	�
�

���
�

＝�

�
�
���

】
の
長
官
に
服
属

し
、
同
本
部
長
官
の
推
挙
を
経
て
、
皇
帝
の
命
令
に
よ
り
、
任
命
、
あ
る
い
は
、
交

代
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
軍
武
官
は
、
ロ
シ
ア
海
軍
中
央
司
令
部
に
、
諸
外
国
の

軍
事
力
や
軍
事
資
産
に
つ
い
て
の
情
報
、
当
然
ま
ず
第
一
に
、
海
軍
力
に
つ
い
て
の

も
の
、
を
報
じ
る
た
め
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
、
同
時
に
、
可
能
な
限
り
、

海
軍
省
中
枢
の
意
向
を
実
行
す
る
こ
と
も
そ
の
目
的
と
さ
れ
ま
し
た
。

海
軍
武
官
の
報
告
に
は
、
あ
る
国
家
の
内
政
、
外
交
、
国
民
性
、
国
家
の
財
政
状

況
、
経
済
状
態
、
軍
事
力
の
状
況
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報
を
収
集
す
る
方
法

は
、
歴
史
を
研
究
す
る
、
文
学
や
新
聞
雑
誌
報
道
を
監
視
す
る
、
社
会
活
動
家
と
接

触
す
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
入
念
に
検
討
さ
れ
、
可
能
な
限
り
審
査
さ
れ
、
た
ま
た
ま
そ
う
い
う

結
果
に
な
っ
た
だ
け
の
よ
う
な
性
格
は
、
採
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
予
算
や
【
軍
事
】
支
出
の
配
分
に
付
い
て
の
情
報
は
す
べ
て
、
必

ず
個
人
的
な
コ
メ
ン
ト
付
で
報
告
さ
れ
ま
し
た

(

�)

。
軍
事
報
告
書
に
は
、
海
軍
武
官
の

職
務
へ
の
任
命
の
日
か
ら
番
号
が
付
さ
れ
て
い
ま
す

(

こ
れ
は
、
Ａ
・
Ｎ
・
ヴ
ァ
ス

東京大学史料編纂所研究紀要 第20号 2010年３月 ( )202

Ｍ
・
Ｅ
・
マ
レ
ヴ
ィ
ン
ス
カ
ヤ

ア
ポ
リ
ナ
リ
ー
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
と

日
本
に
お
け
る
そ
の
活
動

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
の
活
動
の
評
価
の
際
に
意
味
を
持
っ
て
き
ま
す

(

�))

。

さ
て
、
直
接
、
ア
ポ
リ
ナ
リ
ー
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー

の
人
間
性
と
活
動
に
お
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
部
分
は
、
疑
い
な
く
、

日
本
の
皆
様
の
特
別
の
注
意
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
そ
れ
故
、

お
話
を
少
し
後
ま
わ
し
に
し
ま
し
た
。

一
八
七
九
年
六
月
二
十
三
日
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
下
士
官
の
一
家
に

生
ま
れ
ま
す
。
一
八
九
四
年
八
月
一
日
、
海
軍
士
官
学
校
生
徒
に
な
り
、
一
八
九
九

年
九
月
十
四
日
、
士
官
の
第
一
歩
と
し
て
少
尉
に
昇
格
し
ま
す
。
海
軍
士
官
学
校
終

了
直
後
、
第
一
艦
隊
乗
務
員
に
登
録
さ
れ
、
一
九
〇
〇
年
一
月
か
ら
、
当
直
士
官
と

し
て
の
任
務
で
太
平
洋
艦
隊
に
属
す
る
巡
洋
艦
ザ
ビ
ヤ
カ
号
に
乗
り
組
み
、
一
九
〇

一
年
十
一
月
二
十
二
日
、
在
太
平
洋
海
軍
統
括
参
謀
本
部
付
き
に
任
命
さ
れ
、
中
国

で
義
和
団
の
乱
鎮
圧
に
参
加
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
タ
ニ
ス
ラ
フ
三
等
勲
章
受
章
、
ま

た
、
中
国
遠
征
を
以
っ
て
銀
メ
ダ
ル
受
章
し
て
い
ま
す
。
一
九
〇
三
年
四
月
六
日
、

勤
務
功
績
に
よ
り
大
尉
に
昇
格
。
一
九
〇
三
年
八
月
、
海
軍
中
央
参
謀
本
部
海
軍
教

育
部
配
属
。
一
九
〇
四
年
四
月
十
四
日
、
太
平
洋
艦
隊
参
謀
本
部
主
任
将
校
任
命
、

一
九
〇
五
年
二
月
、
再
び
海
軍
中
央
参
謀
本
部
勤
務
。

一
九
〇
五
年
秋
、
外
務
省
は
、
海
軍
省
に
対
し
、
来
る
べ
き
対
日
外
交
関
係
樹
立

に
際
し
、
こ
れ
に
関
連
し
、
東
京
に
海
軍
武
官
任
命
が
望
ま
し
い
旨
申
し
出
ま
す
。

一
九
〇
五
年
十
月
外
務
大
臣
Ｂ
・
Ｎ
・
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
伯
爵
に
、
日
本
の
駐
在
武

官
は
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
が
任
命
さ
れ
る
旨
、
伝
達
さ
れ
ま
す

(

�)

。
一
方
海
軍
大

臣
Ａ.

ビ
リ
レ
フ
は
、
十
一
月
二
十
八
日
、
皇
帝
に
対
し
、
駐
日
海
軍
武
官
制
定
に

関
し
、
海
軍
大
尉
ア
ポ
リ
ナ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
を
任
命
す
る
旨
上
奏

し
、
同
日
、
皇
帝
の
承
認
を
得
ま
し
た

(

�)

。
一
九
〇
五
年
十
二
月
十
九
日
、
海
軍
命
令

第
六
五
三
号
文
書
で
Ａ
・
Ｎ
・
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
は
駐
日
海
軍
武
官
に
任
命

さ
れ
ま
す
。
一
九
〇
六
年
一
月
四
日
、
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
は
、
皇
帝
皇
后
両

陛
下
に
謁
見
し
、
こ
の
日
、
任
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
到
着
は
、
一
九
〇
六
年
二
月

二
十
五
日

(

�)

。

一
九
〇
六
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
、
中
国
駐
在
武
官
も
兼
ね
ま
す
。
一
九
〇
七
年

日
本
の
勲
章
、
瑞
宝
【����

��
�
��

��	
���
�
�

】
五
等
勲
章
を
授
与
さ
れ
ま
す
。

一
九
〇
八
年
四
月
十
三
日
、
少
佐
に
昇
格
、
一
九
一
二
年
十
二
月
十
二
日
中
佐
。
一

九
一
六
年
七
月
三
十
日
、
勲
功
に
よ
り
大
佐
、
こ
の
年
、
日
本
の
勲
章
、
旭
日
三
等

勲
章
受
章
。

そ
の
勤
務
記
録
か
ら
、
我
々
が
判
る
こ
と
は
、
彼
が
フ
ラ
ン
ス
語
と
ド
イ
ツ
語
が

堪
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

(

�)

。

陸
海
軍
一
九
一
七
年
九
月
三
日
付
命
令
に
よ
り
、
海
軍
大
臣
第
一
次
席
Ｂ
・
Ｐ
・

ド
ゥ
ド
ロ
フ
大
佐
が
少
将
昇
進
に
と
も
な
い
、
現
在
の
職
を
解
か
れ
、
Ａ
・
Ｎ
・
ヴ
ァ

ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
大
佐
に
代
わ
り
、
駐
日
海
軍
武
官
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
命
令

書
に
署
名
し
た
の
は
、
大
臣
主
席
兼
最
高
司
令
長
官
Ａ
・
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
で
す

(

�)

。
一

九
一
七
年
九
月
十
二
日
海
軍
中
央
参
謀
本
部
長
官
・
少
将
カ
プ
ニ
ト
伯
爵
は
、
ヴ
ァ

ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
に
、
Ｂ
・
Ｐ
・
ド
ゥ
ド
ロ
フ
の
東
京
到
着
後
、
同
氏
に
海
軍
武

官
の
職
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
、
申
し
渡
し
ま
し
た

(

	)

。

あ
ら
か
じ
め
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
海
軍
武
官
の
交
代
は
、
職
務
量
の
多
さ

故
に
、
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
の
海
軍
武
官
在
任

中
の
報
告
書
は
、
何
と
、
ほ
ぼ
二
千
通
に
も
達
し
ま
す
が
、
任
務
引
き
継
ぎ
後
、
彼

を
待
っ
て
い
た
の
は
、
長
い
休
暇
で
し
た

(


)

。
ド
ゥ
ド
ロ
フ
が
東
京
に
到
着
し
た
の
は
、

一
九
一
七
年
十
月
十
二
日
、
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
の
首
都
で
お
き
た
事
件
【
十
月
革

命
】
ま
で
、
も
は
や
た
っ
た
二
週
間
し
か
な
い
時
期
で
し
た

(

�)

。
海
軍
中
央
参
謀
本
部

の
ジ
ェ
ー
ラ
の
中
に
は
、
一
九
一
七
年
十
一
月
二
十
二
日
付
の
電
信
が
保
管
さ
れ
て

お
り
、
こ
こ
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
海
軍
司
令
部
が
ヴ
ァ
ス

ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
を
捜
索
し
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
こ
の
事
実
が
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
、

ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
が
ま
だ
日
本
に
い
た
こ
と
を
間
接
的
に
証
明
し
て
い
ま
す

(

�)

。

同
年
十
二
月
十
九
日
ソ
連
邦
最
高
海
軍
省
【�

�

���
��

�
�
�	��

�
������

�

】
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は
命
令
文
書
第
二
九
号
で
、
ド
ゥ
ド
ロ
フ
の
解
職
と
裁
判
に
か
け
る
こ
と
を
公
表
し

ま
し
た
。
彼
に
代
わ
る
駐
日
海
軍
武
官
職
務
の
最
適
任
者
は
、
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス

キ
ー
で
あ
る
と
再
び
認
め
ら
れ
た
の
で
す

(

�)

。

外
国
の
定
期
刊
行
物
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
大
佐
が

一
九
一
七
年
秋
の
ロ
シ
ア
革
命
の
後
、
亡
命
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
後
の
こ

と
は
判
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
亡
命
先
に
は
、
日
本
か
ら
向
か
っ
た
で
あ
ろ
う
事
は
、

想
像
で
き
ま
す
。

追
悼
録
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
生
活
の
初
期
の
頃
、
生
物
学

を
専
攻
し
マ
ル
セ
イ
ユ
の
大
学
を
卒
業
し
た
こ
と
、
一
時
期
東
京
大
学
で
教
え
た
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
が
日
本
語
が
上
手
で
あ
っ
た
と

仮
定
す
る
根
拠
を
与
え
ま
す

(

こ
れ
に
対
す
る
間
接
的
な
証
拠
は
、
彼
の
一
九
〇
六

一
九
一
〇
年
海
軍
武
官
活
動
に
関
す
る
公
式
報
告
書
に
も
あ
り
ま
す)

。
皆
様
に
も
、

海
軍
士
官
の
実
に
常
な
ら
ぬ
運
命
の
急
転
に
ご
同
意
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
実
は
、
東
京
大
学
が
所
有
す
る
文
書
史
料
を
調
査
し
、
こ

の
興
味
深
い
人
物
に
つ
い
て
、
共
同
事
業
を
準
備
す
る
た
め
に
、
海
軍
文
書
館
と
東

京
大
学
と
の
連
環
と
な
る
で
し
ょ
う
。

(

既
に
申
し
上
げ
ま
し
た
追
悼
録
か
ら
の)

手
持
ち
の
緒
情
報
に
よ
り
ま
す
と
、

ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
は
、
気
候
が
合
わ
ず
日
本
を
去
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
に
戻
り
ま
し
た
。
死
去
し
た
の
は
一
九
三
〇
年
五
月
二
十
日
マ
ル
セ
イ
ユ
、

同
地
で
葬
ら
れ
ま
す

(

�)

。

さ
て
、
今
申
し
上
げ
ま
し
た
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
の
職
務
歴
か
ら
判
り
ま
す

通
り
、
彼
は
、
海
軍
武
官
と
し
て
お
よ
そ
十
二
年
を
日
本
で
過
ご
し
ま
し
た
。
通
常

の
報
告
文
書
以
外
に
、
当
文
書
館
に
は
、
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
が
海
軍
武
官
と

し
て
、
日
本
、
及
び
中
国
で
行
っ
た
活
動
に
付
い
て
の
同
様
の
報
告
書
が
保
管
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
内
の
一
部
は
、
一
九
〇
六

一
九
一
〇
年
の
五
年
間
の
も
の

で
、｢

極
秘｣

と
印
が
押
さ
れ
、
海
軍
中
央
参
謀
本
部
長
宛
に
一
九
一
〇
年
十
二
月

に
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
気
が
付
か
れ
ま
す
こ
と
は
、
こ
の
長
い
期
間
の
最
初
の
年
は
、
過
ぎ

去
っ
た
戦
争
【
日
露
戦
争
の
こ
と
】
に
付
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
考
察
す
る
こ
と

に
費
や
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
こ
の
後
の
基
本
的
な
関
心
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
教
育
方
法
の
確
立
や
育
成
問
題
の
研
究
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
書
の
中
で
、
彼
が
特
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
当
時
は
、
指
令

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
直
感
と
自
発
に
よ
り
行
動
し
て
い
た
と
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
当
時
訪
れ
た
港
湾
施
設
の
一
覧
が
引
か
れ
て
い
ま
す
が
、

一
九
〇
六
年
は
五
ヶ
所
、
一
九
〇
七
年
が
四
ヶ
所
、
一
九
〇
八
年
二
ヶ
所
、
一
九
〇

九
年
八
ヶ
所
と
、
む
し
ろ
か
な
り
控
え
め
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
彼
は
、
二
回
、
軍
艦
の
進
水
に
も
立
ち
会
っ
て
も
い
ま
す
。

こ
の
報
告
書
の
特
別
編
は
、
彼
が
一
緒
に
働
く
こ
と
に
な
っ
た
翻
訳
官
た
ち
に
触

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
期
の
頃
は
、
翻
訳
官
が
、
書
籍
か
ら
も
毎
日
の
新
聞
か
ら
も
す
べ
て
の
翻
訳
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
、
そ
の
役
割
は
、
報
道
機
関
の
監
視
や
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ

ン
ス
キ
ー
が
理
解
で
き
な
い
箇
所
の
説
明
、
公
式
文
書
の
日
本
語
へ
の
翻
訳
に
限
定

さ
れ
て
い
き
ま
す

(

こ
こ
か
ら
、
ア
ポ
リ
ナ
リ
ー
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ヴ
ァ
ス
ク

レ
セ
ン
ス
キ
ー
は
日
本
語
が
堪
能
で
あ
っ
た
と
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
ま
す)

。

ま
さ
に
、
こ
の
報
告
書
か
ら
判
明
す
る
こ
と
で
す
が
、
一
九
〇
九
年
彼
が
一
緒
に

働
い
て
い
た
こ
の
翻
訳
官
が
死
亡
し
、
そ
れ
故
、
新
し
い
人
間
を
雇
わ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
者
に
対
す
る
給
与
負
担
は
軽
く
な
り
、
月
四
十
円
に
な
っ
て

い
ま
す

(
以
前
は
六
十
円
で
し
た)

。

さ
ら
に
、
こ
の
文
書
史
料
か
ら
判
る
こ
と
は
、
気
候
の
特
殊
性
が
毎
日
の
生
活
に

影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。｢

日
本
の
気
候
、
特
に
夏
の
厳
し
い
数
ヶ

月
間
の
破
壊
的
影
響
で
、
す
べ
て
の
事
物
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
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に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る｣

と
述
べ
て
い
ま
す
。

日
本
滞
在
当
初
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
は
、
彼
の
前
任
者
た
ち
と
同
様
に
、
横

浜
の
借
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
着
任
一
年
目
に
し
て
彼
は
不
便
を
感
じ

ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
職
務
が
す
べ
て
首
都
に
直
結
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
こ
ま

で
は
、
鉄
道
で
一
時
間
も
か
け
て
辿
り
着
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
に
よ
る

時
間
的
損
失
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
一
九
〇
八
年
に
彼
は
東
京
に
移
り

ま
し
た
が
、
彼
自
身
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
東
京
生
活
の
一
番
の
不
便
は
外
国
人
に
適

し
た
住
宅
が
な
い
こ
と
で
し
た
。

彼
は
東
京
で
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
適
合
し
て
い
る
の
は
裕
福
な
階
級
の
家
の
み
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
階
級
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
に
必
要
の
な
い
家
で
あ
っ
て
も
賃
貸
に

出
す
こ
と
は
、
お
の
が
沽
券
に
関
わ
る
と
見
な
し
て
い
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
家
の

賃
借
関
係
は
、
基
本
的
に
は
、
個
人
的
な
知
り
合
い
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
て
、
そ

の
こ
と
か
ら
彼
は
、
海
軍
武
官
の
た
め
の
土
地
の
取
得
と
家
の
建
設
を
提
案
し
ま
し

た
。
こ
の
時
期
、
彼
は
、
長
崎
に
あ
る
ロ
シ
ア
海
軍
の
病
院
財
産
の
整
理
に
も
関
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

我
々
が
調
査
し
た
こ
の
件
に
関
す
る
報
告
書
に
は
、
次
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
病
院
の
敷
地
売
却
が
難
航
し
て
い
る
こ
と
を
副
官
【��

�
�
���

�

】
か
ら
聞
い

た
海
軍
大
臣
斎
藤
【
実
】
大
将
は
、
こ
の
時
期
長
崎
で
の
競
売
で
は
こ
の
財
産
は
た

だ
同
然
で
し
か
売
れ
な
い
こ
と
を
知
り
、
三
菱
商
会
の
所
有
者
、
有
名
な
富
豪
で
あ

る
岩
崎
を
招
い
て
、
病
院
の
敷
地
を
購
入
し
て
は
く
れ
ま
い
か
と
示
唆
し
た
と
言
い

ま
す

(

�)

。
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
の
報
告
か
ら
、
あ
る
時
期
、
彼
は
東
京
で
男
爵
・
陸
軍

大
臣
上
原
【
勇
作
】
中
将
か
ら
住
ま
い
を
借
り
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

既
に
上
で
触
れ
ま
し
た
報
告
書
の
中
で
は
、
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
が
述
べ
た

希
望
を
考
慮
し
、
東
京
に
ロ
シ
ア
海
軍
武
官
の
た
め
の
住
宅
建
設
の
問
題
が
一
九
一

一
年
に
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
膨
大
な
往
復
書
簡
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
我
々
は
、
東
京
の
地
価
及
び
家
の
建
設
費
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
ど
う
変
遷
し
て
い
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
九
一
二
年
の
七
月
か
ら
彼
は
用
地
探
索
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
が
、
そ
の
情
報

を
絶
え
ず
海
軍
中
央
参
謀
本
部
に
伝
え
て
い
ま
す
。
更
に
報
告
の
一
つ
の
中
で
彼
は
、

｢

土
地
の
選
択
に
際
し
て
は
、
場
所
的
条
件
か
ら
み
て
、
赤
坂
、
麻
布
、
四
谷
、
麹

町
の
四
地
区
に
絞
る
こ
と
に
な
っ
た｣

と
伝
え
て
い
ま
す
。
選
定
さ
れ
た
の
は
、
ロ

シ
ア
大
使
館
か
ら
一
・
五
㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
土
地
で
し
た
。

一
九
一
二
年
十
一
月
七
日
に
取
引
が
成
立
し
、
二
二
二
〇
円
の
手
付
金
が
支
払
わ

れ
、
合
意
に
基
づ
き
、
土
地
の
所
有
者
は
一
ヶ
月
以
内
に
そ
の
土
地
に
通
じ
る
道
を

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
道
は
、
そ
の
使
用
と
維
持
費
に
関

し
、
後
で
誤
解
が
一
切
生
じ
な
い
よ
う
、
東
京
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
は
、
こ
の
取
引
を
ロ
シ
ア
大
使
館
名
義
で
証
書
化
し
よ

う
と
努
力
し
ま
し
た
が
う
ま
く
行
か
ず
、
ま
た
、
海
軍
の
出
先
機
関
と
い
う
名
義
で

手
続
き
を
取
ろ
う
と
し
た
の
も
う
ま
く
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
土
地
の
売

買
は
ヴ
ァ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
の
個
人
名
義
で
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
将
来

的
に
何
ら
か
の
好
ま
し
く
な
い
結
果
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
想
定
さ
れ

た
に
も
関
わ
ら
ず
で
す
。

登
記
は
十
一
月
二
十
八
日
に
さ
れ
、
建
物
建
設
に
つ
い
て
は
、
東
京
在
住
の
ア
メ

リ
カ
市
民
建
築
家
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
氏
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
い

う
の
も
、
こ
の
建
築
家
は
こ
の
時
期
既
に
二
十
年
以
上
東
京
で
建
築
に
携
わ
っ
て
い

て
評
判
が
高
か
っ
た
か
ら
で
す

(

�)

。

一
九
一
三
年
の
報
告
書
で
は
、
新
し
い
建
物
へ
の
移
転
が
完
了
し
、
日
本
国
内
の

内
政
状
況
の
進
展
お
よ
び
議
会
で
の
党
派
間
の
争
い
を
特
別
な
注
意
を
も
っ
て
監
視

す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
海
軍
省
に
出
さ
れ
た
一
連
の
申
請
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
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中
に
は
、
も
し
下
請
け
の
潜
水
夫
サ
ク
ラ
イ
に
よ
り
、
装
甲
艦
ペ
テ
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス

ク
号
内
か
ら
文
書
類
が
引
き
揚
げ
ら
れ
た
暁
に
は
、
そ
れ
ら
を
公
に
す
る
こ
と
の
可

否
に
関
し
、
参
謀
本
部
の
依
頼
に
従
い
、
十
二
月
に
海
軍
省
に
宛
て
た
公
式
な
問
い

合
わ
せ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

(

報
告
書
が
書
か
れ
た
一
九
一
四
年
一
月
の
時
点
で
は

海
軍
省
か
ら
の
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た�)

。

以
上
、
極
め
て
簡
潔
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
一
七
年
ま
で
の

時
期
に
お
け
る
ア
ポ
リ
ナ
リ
ー
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ヴ
ォ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
の

日
本
に
お
け
る
活
動
を
考
察
し
ま
し
た
。
こ
の
考
察
は
さ
さ
や
か
な
も
の
で
は
あ
り

ま
す
が
、
彼
の
職
務
の
規
模
、
興
味
の
幅
を
再
現
す
る
可
能
性
と
、
彼
の
活
動
に
付

き
、(

日
本
の
文
書
史
料
に
よ
る
も
の
も
含
め)

今
後
の
研
究
方
向
を
う
ち
立
て
る

可
能
性
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
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